
■ 令和 8年熊本地震で日臨技の支援が本格化 ■ 

令和 8 年熊本地震を受け、日本臨床衛生検査技師会（日臨技）は災害対策本

部を設置し、被災地支援を本格化させている。また、複数の支援体制が動き出し、現

地での活動が加速している。日臨技は 7月31日に第 2回日臨技災害対策本部（災

対本部）会議を開催し、災害対策現地情報連絡員（リエゾン）の派遣を決定。翌 8

月1 日には 1名が現地入りした。また、熊本県臨床検査技師会内に「災対本部 現地

支援班」を設置し、熊本県庁の保健医療福祉調整本部内にも臨床検査技師会の調

整本部を立ち上げるなど、連携体制の強化を進めている。さらに、避難所での深部静脈

血栓症（DVT）検診の実施が正式に決まり、保健医療福祉調整本部から日臨技へ

協力要請が寄せられた。DVT 検診は 8月8日・9日に予定されており、九州支部各県を中心に人員確保と物資調達が進められている。

高温環境下での POCT 検査結果への影響を懸念し、対応策を検討し資料を作成し、活動拠点本部から全支援部隊へ共有される見込

みとなっている。また、8月2日には、熊本県健康福祉部健康局医療政策課から被災した検査室への人的支援要請があり、日臨技は九

州支部内各県および日本臨床検査学教育協議会に派遣者の募集を依頼している。長沢光章災害対策本部長は、今後支援活動が拡

大・長期化する可能性を示し、「必要に応じて全国の会員に協力をお願いすることもあり得る」としている。日臨技は引き続き、被災地の医

療体制維持に向けて支援を継続する方針としている。                            （北臨技 副会長 和田 直樹） 

 

■ 前役員 退任のご挨拶 ■        （早坂前会長のご挨拶は 9 月末発刊の北臨技会誌に掲載いたします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 退任された役員の方々 （氏名・所属） ◇ 

会   長：早坂 光司(北海道大学病院) 

常務理事：近藤 崇(札幌医科大学附属病院)  佐々木 愛弓(第一岸本臨床検査センター) 

樋田 郁治(帯広厚生病院)  藤部 綾子(北 5条通り内科・循環器クリニック) 

吉澤 明希(市立札幌病院) 

理   事：白土 泰彦(JR 札幌病院) 

地区理事：小林 義朋(釧路赤十字病院)  佐藤 克巳(足寄町国民健康保険病院)  小山田 美穂(日鋼記念病院) 

みなさまありがとうございました‼ 
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6 月の総会をもって、4 期7 年間務めさせていただいた常務理事を退任することとなりました。振り返ってみると、長かったようでもあり、あっ

という間の7年間でもありました。在任中は組織対策部会に所属し、最後の4年間は経理部長、組織対策部長を務めました。 

会務に携わる中では、思うように進まないことや悩むこともありましたが、多くの方々と一緒に考え、取り組む中で、貴重な経験を積むこと

ができました。また、役員の皆様や会員の皆様と活動を共にできたことは、私にとって大きな財産となりました。 

品川新会長をはじめとする新たな役員の皆さんによる北臨技の新体制がスタートし、これまで築いてきたものを大切にしながら、新しい

力を加え、北臨技がさらに発展していくことを願っています。私も一会員として、北臨技の活動に関わっていければと思います。 

これまで一緒に活動してくださった皆様に心より感謝申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきます。 

                                             （前組織対策部長 北海道がんセンター 田中 謙次） 

 

このたび、任期満了に伴い北臨技役員を退任することとなりました。副会長としての 4 年間を含む計 4 期8 年間、3,300名の会員の皆

様に支えられ、大役を全うできましたことに心より感謝申し上げます。 

振り返ると、コロナ禍においては北臨技として検体採取実技講習会の独自企画や、タスク・シフト／シェア指定講習会の実務、第96 回

北海道医学検査学会でのシンポジウム企画、災害対策などを主導させていただき、激動の医療現場に対応する事業に奔走した日々

はかけがえのない財産です。技師会の本分である「学術活動」に加え、身分向上や職域拡大の活動も組織の大きな柱であり、これらの

取り組みへの理解と連帯が、これからの北臨技のさらなる原動力となるはずです。 

こうした活動を通じて得た多くの学びや人脈の構築は、会務に取り組む大きなやりがいとなるとともに、一検査技師として私を大きく成長

させてくれました。今後は会員の一人として北臨技の歩みを応援してまいります。北臨技の益々の発展と事業の充実を祈念し、お礼の

ご挨拶とします。                                         （前副会長 勤医協中央病院 下津 達也） 

このたび、任期満了に伴い副会長を退任することとなりました。在任中は、会員の皆様、役員・委員の皆様に温かく支えていただき、本

当にありがとうございました。さまざまな活動を通して多くの方と出会い、一緒に考え、悩み、そして楽しく活動できたことは、私にとってかけ

がえのない経験となりました。至らないところもたくさんあったと思いますが、皆様のお力添えのおかげで、無事に任期を終えることができま

した。これからも一会員として、北臨技の活動を応援していきたいと思います。皆様とのご縁に感謝しつつ、これまで本当にありがとうござ

いました。                                          （前副会長 札幌医科大学附属病院 齋藤 和） 


